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本リサーチノーツについて 

 

 このリサーチノーツは、流通科学大学地域政策研究会および AMMA 研究会の合同主催によって

開催された『出雲における観光と地域づくりに関するセミナー』の中で行われた森山氏の基調講

演をとりまとめたものです。地域政策研究会は、2011 年度より学内特別研究会助成を受けて設置

され、「持続的地域社会構築に向けた革新的地域政策」に関する諸テーマについて、学内・学外

研究者間の交流を通じた地域政策全般の研究動向や課題に関する意見交換を中心に活動していま

す。一方、AMMA 研究会は、地域政策研究会の技術検討部会として科研費（基盤 C：研究代表者西

井和夫）の支援を受けて 2014 年度より活動をスタートさせた研究会であり、エリア・マーケティ

ング/マネジメント手法に関する検討を行っています。２つの研究会では、実践的なフィールドワ

ークを通じた、地域課題の解決に向けた地域政策・交通対策・観光地づくりのあり方について、

政策的・技術的の両者の側面から検討することが特徴です。今回、2012 年度研究会活動における

伊勢式年宮祭関連の地域交通円滑化と交通まちづくりの政策研究の経験を生かし、フィールドワ

ークの対象地を 2013 年大遷宮祭が催された出雲大社およびその周辺として、『出雲における観光

と地域づくり』に関するセミナーを企画開催することとしました。本セミナーは、２部構成とな

っていますが、第１部では、出雲地域における観光地づくりの現状と課題を取上げ、それらの解

決に向けて、出雲における AMMA の適用性についても基本的な論点を明らかにしていくこととし、

この中で株式会社バイタルリード森山昌幸氏の基調講演が位置づけられています。 
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2014 年 11 月 20 日 

出雲大社周辺の観光動向と神門通り整備事業の効果 

講演の記録 

 

流通科学大学地域政策研究会・ＡＭＭＡ研究会 

「出雲における観光と地域づくりに関するセミナー」にて 

株式会社バイタルリード 代表取締役 森山昌幸氏 

2014 年 9 月 15 日（日）13:30～14:00  於：出雲グリーンホテルモーリス 

 

■ 講演 

株式会社バイタルリードの森山と申します。よろしくお願いします。「出雲大社周辺の観光動

向と神門通り整備事業の効果」と題して 25 分程度お話させていただきます。いまご紹介いただい

たように、私は建設コンサルタントで主に交通計画をやっています。その傍らで５年前に第３種

旅行業の登録をしまして、島根県や出雲に来ていただく方のお世話をしようということで着地型

観光事業も始めました。 

大手のエージェントの造る旅行は、結構駆け足で回るものが多く、特に石見銀山に来た人が不

満を持って帰るということが散見されました。そこに危機感を持って、石見銀山に対応していこ

うというのが最初です。今は、出雲大社周辺に関連する事業を中心にやっています。たとえば、

インターネットを介して人が集まればどんどん安くなっていくような相乗りタクシー・・・これ

は道路運送法ではできないんですが、旅行業法でやればできるというような仕掛けをしています。

時間の都合で詳細は説明できませんが、興味のある方はＨＰを見ていただければと思います。 

 

さて、この図は中国地方の主な観

光地を挙げてみたものですが、たま

たま去年と今年は出雲大社に大きな

入込客数があって「おおっ」と思わ

れるかもしれませんが、山陰側の観

光地は魅力に乏しく、山陽側の観光

地の方が圧倒的に入込客数が多いと

いうのが実態です。もっとも、山陰

側は魅力だけではなくアクセス条件

中国地方の主な観光地
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が悪いことがあり、それをどうにかしなければならないとみんなで考えてきたところです。 

では、島根県へのアクセスがどうなっているかを見ますと、まず、航空機。以前は出雲空港に

入っているＪＡＬの減便という話が出ていたのですが、ここ数年は観光客が増加して、そのよう

な話はなくなってきています。羽田空港の乗り場も、以前はバスだったのですが、この頃は人気

の寿司屋が近くにある搭乗口になって、少し喜んでいるところです。鉄道は、ＪＲの特急「やく

も」、揺れが大きくて評判は悪いのですが１時間に１本あります。 

去年、出雲は観光客が大きく増えました。それはなぜかといいますと、高速道路の中国横断自

動車道尾道松江線の三次から北側が昨年の３月に全通したことがあります。その影響もあって、

去年のゴールデンウィークは大変なことになりました。それと大遷宮が重なって、去年は入込観

光客数が大変増えたということです。 

お手元にお配りした資料にもあり

ますように、島根県の観光地はいろ

いろあるのですが、どうしても出雲

大社、あるいは松江市周辺がメイン

になっています。石見銀山もありま

すが、入込観光客数はこのところ減

っていて、世界遺産登録前と同じ程

度まで減少している、苦戦している

状況です。 

島根県の行った認知度調査によりますと、ここ数年、出雲大社の遷宮を中心に、島根県の観光

地が認知され始めました。５年くらい前の調査では、島根県の認知度は（47 都道府県中）47 番目

ということで、本当にみなさんに知られていないところでしたが、今回の遷宮の効果で島根県あ

るいは出雲市が「行ってみようと思

う行き先の一つ」として認知され始

めたことが大きいと感じています。 

そういった中で、出雲大社周辺の

観光地の状況を見ますと、出雲大社

の隣に古代出雲歴史博物館がありま

す。すぐ横にあるのに、あまり行く

人は多くないという感じです。また、

以前、東洋一と言われた日御碕の灯

島根県の主な観光地
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出雲大社周辺の観光地
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台があります。以前は出雲大社とセットで訪れる人が多かったのですが、入込客数は減少してい

ます。ただ、昨今の神社ブームの中で、日御碕神社に行く人が増えてきて、その関係で日御碕灯

台を訪れる人も増えてきています。日御碕神社は女性などを中心に、出雲大社に来て、日御碕神

社に行くという人が見られます。 

しかし、石見銀山は客層が違って、出雲大社に来た人を連れていけばいいという話はあるので

すが、なかなかそうはいかないのが現状です。 

出雲大社の影響で入込客数が大きく増えたのが玉造温泉です。玉造温泉は温泉自体も頑張って

いまして、団体旅行だけでなく、個人の女性客が来ても楽しめるような取り組みをしています。

そのほかに、足立美術館があります。海外でも評価が高い美術館で、出雲大社に来た人が足立美

術館に足を運ぶというパターンが見られます。隣の鳥取県になりますが境港、鬼太郎ロードなど

が有名です。これらが島根県および出雲大社周辺の主要な観光地になります。 

 

出雲大社のツアーを見ますと、エースＪＴＢなので大きなツアーばかりですが、エースＪＴＢ

では島根県だけをじっくり回るというツアーはなくて、広島県や鳥取県と島根県を広く回るとい

うツアーがほとんどです。その中で、以前は出雲大社の滞在時間はそんなに長く取っていなかっ

たのですが、ここ数年は、神門通りの整備によってお店が増えたこともあって、そこをゆっくり

歩くツアーが増えてきています。ゆっくり時間をとるツアーが増えてきたことが出雲大社および

周辺の最近の特徴になります。 

また、出雲大社に来られる方は、

女性が多いのが特徴です。私どもの

「観光あいのりタクシー」のツアー

でも、30 代・40 代の女性の方が非常

に多くなっています。これも島根県

の調査ですが、女性のグループが増

えているということと、道路が整備

されて自動車で来られる方が増えて

いるというのが今の状況です。 

いま、出雲大社はメディアに非常

に露出していまして、出雲大社に行きたい、一生に一度は出雲大社に行きたいという人が増えて

います。ただ地元としては、一生に一回ではなく、毎年、あるいは２年に１回・３年に１回出雲

大社に行こうという形で、そういう動きを作れたらいいなと思っているところです。 

女性観光客動向調査（島根県）
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そういった方々の動きというのは、私たちのツアーもそうなのですが、以前は費用を安くする

ために「あいのりタクシー」を利用したいという人が多かったのですが、昨年完全に逆転しまし

て、相乗りしたくない人の方が多くなりました。なぜかというと、観光ではなく神社巡り・参拝

に来られる方が増えてきていることがあります。須佐神社が日本一のパワースポットという形で

紹介され、行く人が増えてきています。須佐神社への交通手段は、バスが１日６往復あるのです

が、終点の「須佐」で降りてから３㎞くらい歩かないといけません。それで、私どもの「あいの

りタクシー」で須佐神社に行けるようにしています。結構こういう神社を回りたいという若い女

性が最近非常に増えています。 

 

さて、神門通りですが、さきほど申し上げた出雲大社への滞在時間が増えている一つの要因に

なっているのですが、次に神門通りの整備について少しお話をしたいと思います。 

出雲大社というのは、ここが正門、ここが本殿、ここが拝殿になり、ここをずっと歩いて行く

のですが、出雲大社のすぐ横に駐車場があります。これは旧大社町がお願いして出雲大社が造っ

た駐車場なのですが、みなさんこの

駐車場にやってきて、すぐ横にある

出雲大社に正門からではなく横から

入って参拝を済ませて、またその駐

車場に戻ってきて、次の観光地に行

かれる、そのような観光客がほとん

どでした。そのため、神社の前にあ

る通りが寂れる、これを何とかしな

いといけないというのが大きな課題

でした。 

もともとこの神門通りは、ここに

白いコンクリートの大鳥居があり、

幅員 12ｍの２車線道路でした。歩道

には松並木があって、それが障害と

なって歩行者が並んで歩けない状態

でした。そうした中で、出雲大社の

門前にふさわしい風格を持ち、賑わ

い・活気を取り戻そうということで

• 出雲大社観光の課題

神門通り整備事業について
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始まった事業なのですが、生活道路

としての要素と観光客の賑わい・安

全性という要素の２つを満たす道路

として、シェア・ザ・スペースのよ

うな考え方で道路を整備しようとい

うことになりました。 

神門通りの整備に対し、ステーク

ホルダーは、整備中に来た観光客、

整備中に売上が減少するお店、整備

後に自動車の利便性が低下する沿道

の住民が考えられます。こうした人たちの合意形成を図るために、いろんなコミュニケーション

を駆使して整備を進めました。このようなワークショップをやったり、社会実験をしたり、瓦版

を発行したり、その他に神門通りのＰＲなど。お配りしたパンフレットに示したような道路が、

いま、半分できたところです。 

その効果ですが、交通量が非常に

増えました。また、先ほどお話した出

雲大社の横の駐車場に車を停めた人

が、わざわざこの通りを歩いて来て、

大鳥居まで一旦行って、そこから歩

いて出雲大社に向かうというような

ことが増えました。それによって、滞

在時間が増えて、消費金額が増える

という形も表れています。また、歩

きやすくなって、並んで歩く人が増

えたり、ベビーカーも増えました。

車の走行速度は実際に低下していま

す。 

 

もう一つ、道路整備事業に合わせ

て、観光クオリティーマネジメント

というのを実施しました。さきほど

現在の神門通り

22

３．５ｍ ３．５ｍ５．０ｍ

23

神門通りの整備効果

にぎわい
○歩行者交通量は整備前から大幅に増加、店舗の増加

○出雲大社駐車場利用者でも、多くの観光客が神門通りへ

○観光客の滞在時間、消費金額が増加

左：平成22年10月6日（水）撮影／右：平成25年10月18日（金）撮影
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神門通りの整備効果

まち歩きしやすい道路空間
○並んで歩くグループの増加
○歩行空間が広くなり、平坦な道路が整備されたことで、
子供連れやベビーカーなどでも歩きやすい空間に

○自動車走行速度が低下

ベビーカーを押して歩く歩行者
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申しましたショートカットの参拝ではなく、きちんとしたルートを歩いていただこうという仕掛

けをしたわけです。それがお配りしたパンフレットになります。どうというほどのこともないパ

ンフレットなのですが、出雲大社周辺の魅力をすぐ見られる程度の量で示したもので、アンケー

トをつけています。このアンケートに答えるためにはパンフレットを読まないといけないという

ことになっていまして、アンケートに記入して現地の窓口に持ってきていただくと、割引のクー

ポン等と交換するという取り組みを実施しました。今はやっていませんが。 

その結果ですが、回答者数は少な

いものの、回答者のうち、出雲大社

の駐車場に元々車を停めていた人は

33.4％で、大鳥居から最も離れた道

の駅の駐車場に停めた人は 2％でし

た。しかし、このアンケートに答え

てくれた人だけに限ると、40％の人

がこの駐車場に停めてくれたという

ことになっています。それによって

滞在時間は１時間以上増加したとな

っています。滞在時間と１人当たり

消費金額を分析しますと、滞在時間

が増えるほど沢山お金を使ってくれ

るという結果が出ました。 

周辺の観光スポットですが、古代

出雲歴史博物館に行く人は通常２割

弱なのですが、このアンケートに答

えてくれた人に限ると５割弱が立ち

寄っています。このように大きな効

果が出ました。 

こういった取り組み、あるいはそれ以外の取り組み、出雲市が沿道の店舗に修景助成をしたり、

特区を取って縁台を置いたり、いろんなことをやっているのですが、元々整備前には閑散とした

状態だったのが、資料の写真でもわかるように、人があふれるような通りになりました。人があ

ふれるようになるとお店の数が増えて、お店が増えると賑わいが増えるという、非常に良い形で

回っています。 

観光モビリティマネジメント
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①出雲大社外苑駐車場からご縁広場駐車場への転換
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観光モビリティマネジメント
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②滞在時間の増加
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ただ、それが逆に渋滞という話に

なってきています。出雲大社の場合、

渋滞の原因は駐車場の不足というこ

とに尽きるのですが、道路の構造自

体が全部出雲大社に向かってくるよ

うなネットワークになっています。

出雲大社の場合、滞在時間は２時間

か３時間くらいなので、駐車場は満

車になっても回っていきます。それ

が大体、１時間に 650 台弱くらいが

入れる状況です。これを何とかしないといけないということだったのですが、昨年は高速道路が

開通したことと遷宮の影響があって、非常に多くのお客様が来られて、ゴールデンウィークには

16 ㎞の渋滞が発生してしまいました。昨年のゴールデンウィークは、特に対策を打っていなかっ

たというのが実のところなのですが、今年はそれではいけない、渋滞を発生させてはいけないと

いうことで、いろいろと取り組みました。結果的には、「おもてなし駐車場」と言って、多客日

には民間の駐車場を借りて車を停めるということを実施し、これによって駐車場の容量が増えま

した。また、渋滞の情報を示すウェブサイトを作ったり、シャトルバスの運行、一畑電鉄を使っ

たパークアンドライドなどを実施しました。これらを合わせて実施することによって、今年のゴ

ールデンウィークやお盆には著しい渋滞は発生しませんでした。 

今は、計るものが出雲インターチェンジ流出交通量しかないので、それを計ってＡ／Ｂ／Ｃ／

Ｄ／Ｅという評価をして、どのような対策を打つかを決めています。何もしないというものから、

警備員を配置するだけなど、評価に応じた対策を打つようにしています。今年の場合は、現時点

では大きな混乱はないような状況に

なっています。 

実際の現場の写真ですが、このよ

うに民有地を駐車場として活用させ

てもらっています。これはシャトル

バス、これはパークアンドライドで

す。渋滞長を表すサイトを作ったの

ですが、非常にシンプルで、全て手

作業で対応しています。渋滞の最後

• 民有地を駐車場として活用

おもてなし駐車場
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尾を警備員が確認し、その情報を提

供します。駐車場の満空情報も警備

員の目視によるものです。原始的な

やり方ですが、情報提供の効果は高

いです。 

これで実際に渋滞が完全になくな

ったわけではなく、今年の渋滞長の

最長は７㎞でした。完全に止まる渋

滞ではなく、動くような渋滞だった

ので、昨年とは大きく状況は異なり

ます。また、この程度の渋滞は観光

地の人気のバロメータの範囲かなと

感じています。 

渋滞対策の今後の課題としては、

警備費用がたくさん掛かることが一

つです。もう一つは、出雲大社の駐

車場が現在無料で有償化がとても難

しい状況なのですが、近場の駐車場

に来れば無料だけれど、遠い駐車場に停めてシャトルバスを利用したり一畑電鉄のパークアンド

ライドを利用すると、バス代や電車代がかかってしまい、本来と逆になっています。なので、近

場の駐車場を有償化できれば一番いいと考えています。その他に、情報サイトを洗練しないと、

今のやり方はあまりにも手作業で原始的であるのが課題だと感じています。 

 

最後に、議論していただきたい点をまとめています。 

入込観光客数がずっと 250 万人くらいで推移していたのですが、「神話博しまね」というのが

遷宮の前の年にあって、100 万人弱増えました。昨年は大遷宮の関係で、800 万人を超えたような

状況です。今年の状況を見ると、昨年より 15％ほど減少していますが、これをできるだけ高止ま

りさせたいのですが、どうすれば高止まりするか、これが地元の観光関連事業者の話題になって

います。今までも、お店を閉める時間帯が早いのですが、今のブームがいつまで続くかわからな

いので人の雇用ができない、今後このような状態が続くのであれば、お店自体も対応ができると

いうことになります。今年は典子さまのご結婚があり、それが出雲大社のブームにつながればと

40
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いう期待もあるのですが、それ以降の入込客数をどう維持するのかというのが地域の大きな課題、

関心事となっています。 

 

以上で私の報告を終わります。 

 

■ 質疑応答 

（質問） 

おもてなし駐車場とシャトルバス、パークアンドバスライドによって駐車場対策や渋滞対策を

しておられるようですが、駐車場の容量は最大でどのくらいでしょうか。また、パークアンドバ

スライドの方法や内容について、補足していただければと思います。 

（回答） 

おもてなし駐車場の収容台数は 250 台くらいです。 

シャトルバスは、出雲大社から少し東の方に島根ワイナリーという施設があり、その駐車場と

出雲大社の間を運行しています。その他、出雲文化伝承館、民間の駐車場を利用することもあり

ます。収容台数は、それぞれ 250 台、100 台、300 台以上です。 

いずれも道路運送法第４条の乗合バス事業の許可（路線不定期）を得て有償で運行しています。

運賃は、平行する路線バスへの影響を考慮して、ゴールデンウィークは 250 円としました。ただ、

お盆のときは 100 円としました。 

講演でもお話しましたように、出雲大社から離れたこれらの駐車場を利用した人はバスの運賃

を払って出雲大社に行くのに対し、案内誘導を無視して出雲大社近くまで車で乗り付けた人は無

料の駐車場に停めて費用負担が発生しないというところが課題だと考えています。 

（質問） 

おもてなし駐車場への案内はどのようにされていますか。 

（回答） 

看板の掲出と警備員による誘導をしています。そのほか、ＨＰに満空情報を掲出しています。

小さな駐車場は漏れているかもしれませんが、おもてなし駐車場も対象です。 

（質問） 

出雲大社が観光まちづくりに対して意見されることはありますか。 

（回答） 

出雲大社が直接意見されることはないと思います。計画段階で、それぞれの主体は出雲大社に

配慮していますし、何かやる時には、最後には出雲大社に説明して了解を得ますので。 
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一例をあげますと、今回の整備で神門通りに信号を設置しました。平成 19年頃から信号を設置

すべきかどうか検討していたのですが、当時は出雲大社を気遣って、信号をつけることに躊躇し

ていたようです。しかし、出雲大社に尋ねてみると、すっと通りました。 

（質問） 

出雲大社と同じようなことは、伊勢神宮など他の所でも似たようなことは起きているのですか。 

（参加者からのフォロー） 

伊勢神宮でも交通対策を検討しているが、伊勢市が協議会を開き、事前に伊勢神宮に相談しな

がら進めています。 

（質問） 

入込観光客数が 800 万人から減ってきているとのことですが、800 万人を最大値としてむしろ

減る方が望ましいと思います。「出雲大社の周辺は渋滞していますよ」ということを伝えること

によって、車で来る人を減らす効果が期待できるかと思います。また、あえて渋滞を残しておく

ことによって、車では行かない方が良いと来訪者に感じてもらうことも、渋滞対策の一つかと考

えています。今後は高齢者が増えることもあるので、なおさら車で来ることを助長しない方が良

いと思います。 

また、おもてなし駐車場の案内誘導をかなりきめ細かくなさっていますが、いま申し上げたよ

うな趣旨で考えると、そこまで丁寧にする必要はあるのかどうかと思います。この点いかがでし

ょうか。 

出雲大社の来訪者には 30 代・40 代の女性の方が多いとのことでしたが、縁結びの神様ですの

で、未婚と既婚の方の比率がわかったら教えて下さい。 

（回答） 

渋滞をそのままにしておくというご示唆がありましたが、出雲大社周辺の道路は地域の方の生

活道路でもあります。多客日には地元の方もある程度は覚悟しておられるとは思いますが、地域

の生活への影響を考慮すると、放置することは難しいと思います。 

おもてなし駐車場の案内誘導については、それによって駐車場にスムーズに駐車していただい

ており、そのメリットの方が大きいと思います。 

後段の未婚・既婚の件では、私どものツアー参加者に限って言いますと、未婚の方の方が多い

です。 

（質問） 

私は車を運転しません。そのため車でいろいろな観光地を周遊することはできません。高齢化

などによって今後は車をつかえない観光客が増えると思われるのですが、講演でご紹介いただい
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た「あいのりタクシー」やバスなどを活用した周遊の充実などは考えられませんか。 

神門通りの整備はいつから始まっていますか。また、神門通りの商店街の特性、経営者の年齢

構成などを教えていただければと思います。 

（回答） 

「あいのりタクシー」は元々若い人たちなどの費用負担を抑えることを目的に始めました。実

際には、それをきっかけに観光貸切タクシーの需要が増えています。その要因は、時間を有効に

活用して周遊するということにあるようで、結構な長距離でもタクシーを使われるケースがあり

ます。そのような方が増えています。 

神門通りについては、幅員 16ｍの都市計画道路として拡幅する計画だったのですが、大遷宮を

目指して事業化が図られました。事業化するときにアンケート調査をして地元の意見を聞いた結

果、今の幅員で松を残したいという意見が大半だったので、今の計画になりました。大遷宮とい

うゴールが明確だったので、いろんな方の合意を得て事業をスムーズに行うことができました。 

神門通りの商店街は、非常に頑張っている商店街で、「よみがえりの会」という会があってそ

の会長が中心となっていろいろ取り組んでいます。また、今では「おもてなし共同組合」という

組織も立ち上げ、その会が神門通りの活性化の検討を道路整備に先立って進めていたので、社会

資本整備が進めやすかったという部分があります。また、特区を取って道路にプランターを置く

などということもやっており、このような会とタイアップしてうまくやっているのが神門通りの

特徴です。 

（質問） 

一畑電車はどういう状況ですか。 

（回答） 

一畑電車は赤字・不採算だったのですが、大遷宮の効果で黒字に転換するなど、利用者は増え

ています。ただ、渋滞対策として活用するとなると、単線・最大４両ということが制約になって、

今の休日ダイヤ（40 分に１本）が精一杯であるというように、輸送力に限界があります。 

（質問） 

入込観光客数が 250 万人から 800 万人に増えた中で、車と公共交通の分担率はどのように変化

していますか。また、バスツアーは多いですか。 

（回答） 

いまはすぐにわからないですが、８割くらいはマイカーだと思われます。バスツアーも多いで

す。バスツアーの観光バスも渋滞の原因となっていて、大型の観光バスが出雲大社横の駐車場に

入ってくると影響が生じます。今は「バスコントロール」と言って、出雲大社の近くで観光バス
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の乗客を降ろしたあと、バスは他の駐車場で待機するという方法を採っています。 

（質問） 

神門通りは活性化が成功した例だと思います。これによって出雲大社の横から入る人が減ると

いう効果があったと思います。神門通りの整備に当たって、来訪者が魅力に感じるスポットやお

店の整備など、「行ってみたい」と思わせるような施設の整備をされたかどうか教えて下さい。 

（回答） 

道がきれいになってお店がきれいになったこともありますが、大鳥居というのが出雲大社の正

門から 700ｍくらい離れたところにあります。出雲大社には、この大鳥居の他、木の鳥居、山門

前に鉄の鳥居、本殿前には銅の鳥居と４つの鳥居があります。４つの鳥居を通ることによって幸

せになるということが旅行のガイドブックで紹介され、出雲大社横の駐車場に車を停めた人も、

歩いてその４つの鳥居を通るようになった、そういう形で神門通りを人が歩くようになりました。

元々あったものの意味づけをすることが、そこに行こうという動機になったと考えています。 

（質問） 

神門通りの新しいお店について、観光客向けの土産物店が多いのか、地域の魅力を感じられる

ようなお店が多いのか、いかがでしょうか。 

（回答） 

どちらかというと、観光客が喜びそうな店が多いと思います。ただ、食事にしても「出雲そば」

に代表されるように、地域の食材や資源を生かした店もいくつもあります。 

（質問） 

経営者は、地元の人が多いですか、それとも外から来た人が多いですか。 

（回答） 

元の大社町の人よりも、大社町以外の出雲市の方の経営や全国規模のチェーン店などの方が多

いと思います。 

（質問） 

外の経営者が多くなると、湯布院のような問題が懸念されます。 

ところで、観光客が多いのが良いのか、地域が良くなることが良いのか、これは思想的な話に

なりますが、どちらを良しとするのかをよく考える必要があると思います。 

出雲市としてはどう考えていますか。 

（回答） 

観光は波及効果が大きい産業でありまして、観光によって地域が豊かになることが重要と考え

ています。したがって、人が来れば良いというのではなく、地域が良くなることを良しとすべき
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だと考えています。 

（質問） 

ご紹介いただいたキャンペーンのパンフレットがありますが、最後に付いているアンケートの

内容とパンフレットの内容にどのような関連があるのでしょうか。また、パンフレットはどこに

置いて、どのくらいの数を配布し、アンケートにはどのくらいの人が回答したのでしょうか。 

また、アンケートの目的はどこにありますか？どのような分析をして、どのような知見が得ら

れたのか・政策に生かされたのかを教えて下さい。 

（回答） 

６万部を印刷し、鉄道駅や道の駅、サービスエリア、宿泊施設などに置き、４％くらいの回収

率でした。 

目的は、この冊子に目を通していただくことにあります。また、モビリティマネジメントの項

目を取り入れたり、観光地の案内をするなどしており、この冊子を見て行動を変えていただく、

いろんな観光地にも行くようにしていただく、そういうことをねらいとしたものです。 

 


